
18
日
（
木
）
、
６
月
定
例
市
議

会
が
討
論
・
採
決
を
お
こ
な
い
閉

会
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
全

議
案
に
賛
成
し
、
市
長
提
案
の
19

件
は
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
で
、
小
・

中
学
校
情
報
教
育
推
進
事
業
と
し

て
、
校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

整
備
す
る
た
め
に
、
3
億
６
５
２

２
万
円
も
の
多
額
の
補
正
予
算
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
文
科
省
の
「
ギ
ガ
ス

ク
ー
ル
構
想
の
実
現
」
に
よ
る
も

の
で
、
児
童
・
生
徒
１
人
１
台
の

端
末
が
使
え
る
よ
う
に
す
る
、
そ

の
た
め
に
、
校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
整
備
す
る
と
い
う
費
用
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、
４
点
を
指
摘

し
て
賛
成
し
ま
し
た
。

①
基
礎
学
力
を
身
に
着
け
る
う

え
で
弊
害
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
。
②
特
に
小
学
校
低
学
年
は
、

基
礎
・
基
本
の
学
習
を
し
っ
か
り

と
お
こ
な
う
こ
と
が
大
切
。
小
学

校
低
学
年
に
は
パ
ソ
コ
ン
は
不
必

要
。
③
教
員
の
多
忙
化
に
拍
車
を

か
け
な
い
こ
と
。
専
門
職
員
を
配

置
す
る
。
④
い
ま
、
特
に
必
要
な

の
は
、
少
人
数
学
級
の
実
施
、
教

職
員
増
員
、
ト
イ
レ
な
ど
の
施
設
・

設
備
の
改
修
。
ソ
フ
ト
の
購
入
な

ど
多
額
の
予
算
が
か
か
る
パ
ソ
コ

ン
導
入
は
慎
重
に
行
う
。

日
本
共
産
党
は
５
本
の
国
へ
の

意
見
書
を
提
案
し
ま
し
た
。
「
医

療
機
関
に
対
す
る
財
政
的
支
援
を

求
め
る
意
見
書
」
は
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
他
の
意
見
書
は

不
採
択
と
さ
れ
、
切
実
な
市
民
の

要
求
に
背
く
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

市
長
よ
り
、
コ
ロ
ナ
対
策
費
用

へ
の
充
当
と
し
て
市
長
30
％
、
副

市
長
20
％
、
教
育
長
15
％
、
３
か

月
減
額
の
条
例
が
追
加
提
案
さ
れ

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
議
員
に
つ
い
て
は
５
月

臨
時
議
会
で
、
政
務
活
動
費
50
％
、

視
察
費
全
額
の
合
計
１
４
６
７
万

円
を
削
減
し
て
い
ま
す
。
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日
本
共
産
党
・
意
見
書
５
本
提
案

医
療
機
関
に

財
政
的
支
援
の

意
見
書
採
択

６月議会閉会

※前進かすかべ。
未来の会

☆ＮＨＫから
国民を守る党

▲

棄
権

●

反
対
・
否
決
・
不
採
択

○

賛
成
・
可
決
・
採
択

◎

提
出
会
派

少
人
数
学
級
の
実
施

消
費
税
を
５
％
に
引
き
下
げ

公
立
・
公
的
病
院
の
統
廃
合
撤
回

保
健
所
の
増
設
と
機
能
強
化

医
療
機
関
に
財
政
的
支
援

市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
給
料
減
額

介
護
保
険
料
・
低
所
得
者
軽
減

名
称
「
八
木
崎
保
育
所
」
に

20
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

主な議案 意 見 書

日本共産党(6) 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

新政の会 (9) ○ 〇 ○ 〇 〇 ● ● ● ●

※未来の会(8) ○ 〇 ○ 〇 〇 ● 〇 ● ●

公明党 (6) ○ 〇 ○ 〇 〇 〇 ● ● ●

☆ＮＨＫ (1) ○ 〇 ○ 〇 ● ● ● 〇 ●

無所属 (1) ○ 〇 ○ 〇 ▲ ▲ ▲ ● ●

結 果 ○ 〇 ○ 〇 〇 ● ● ● ●

日
本
共
産
党
「
ギ
ガ
ス
ク
ー

ル
整
備
は
慎
重
に
」
と
指
摘

消
費
税
５
％
引
き
下
げ
の

意
見
書
等
４
件
は
不
採
択

市
長
・
副
市
長
・
教
育
長

の
給
料
３
カ
月
減
額



６
月
16
日
（
火
）
大
野
と
し

子
議
員
は
、
①
児
童
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
は
、
市
の
直
営
で
運

営
を
に
つ
い
て
、
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ

じ
学
園
は
、
就
学
前
の
障
害
を

も
つ
子
ど
も
た
ち
の
療
育
を
行

う
施
設
で
す
。
来
年
4
月
に
、

保
育
所
と
の
複
合
型
施
設
と
し

て
、
新
築
移
転
し
ま
す
。

先
の
３
月
議
会
で
、
こ
の
児

童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
で
き
る
条

例
が
成
立
し
ま
し
た
。

大
野
議
員
は
、
「
療
育
と
は
、

一
人
ひ
と
り
の
特
性
に
寄
り
添

い
、
働
き
か
け
て
い
く
地
道
な

実
践
で
あ
り
、
人
の
力
が
必
要

で
、
時
に
経
費
も
か
か
り
ま
す
。

こ
の
療
育
の
分
野
に
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
す
る
な
ど
言

語
道
断
で
す
。
支
援
が
必
要
な

子
ど
も
た
ち
を
し
っ
か
り
支
援

し
、
豊
か
な
成
長
を
保
障
し
て

い
く
の
は
、
行
政
の
仕
事
で
す
。
」

と
主
張
し
、
３
点
に
つ
い
て
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

一
点
目
は
、
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
す
る
こ
と
へ
の
メ
リ
ッ

ト
デ
メ
リ
ッ
ト
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

二
点
目
は
、
市
は
、
導
入
の

理
由
と
し
て
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
た
専
門
性
の
確
保

を
あ
げ
て
い
る
が
、
埼
玉
県
内

に
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
て
い
る
自
治
体
は
あ
り
ま
せ

ん
。
研
修
に
参
加
し
た
り
、
専

門
家
も
参
加
し
た
会
議
で
共
通

理
解
を
し
た
り
、
専
門
性
を
育

む
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

市
直
営
で
こ
そ
、
専
門
性
は
確

保
で
き
る
と
考
え
ま
す
が
市
の

認
識
は
。

三
点
目
は
、
指
定
管
理
者
制

度
は
、
人
事
へ
の
直
接
の
指
導

が
で
き
ま
せ
ん
。
気
持
ち
に
寄

り
添
う
こ
と
が
大
切
な
療
育
に

お
い
て
、
指
導
者
の
指
導
が
、

子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
に
寄
り

添
え
な
い
時
、
子
ど
も
た
ち
は
、

言
葉
で
意
思
を
伝
え
ら
れ
な
い

分
だ
け
、
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
人
事
に
直

接
関
わ
れ
な
い
こ
と
は
大
き
な

デ
メ
リ
ッ
ト
だ
と
考
え
ま
す
が

市
の
認
識
は
。

福
祉
部
長
は
「
市
の
運
用
指

針
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

経
費
節
減
が
見
込
ま
れ
る
施
設

に
は
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

移
転
新
築
す
る
ふ
じ
学
園
に

お
い
て
も
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
見
込
ま
れ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

専
門
性
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
重
度
心
身
障
害
児
の
療

育
訓
練
も
取
り
入
れ
る
な
ど
、

高
い
専
門
性
が
必
要
と
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
は
、
市
が

示
し
た
仕
様
書
を
守
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
、
継
続
監
視
等
で
適

切
な
管
理
が
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

大
野
議
員
は
、
市
が
複
合
型

施
設
建
設
に
際
し
、
障
害
の
あ

る
子
も
な
い
子
も
共
に
育
ち
あ

う
保
育
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

提
案
し
た
こ
と
を
紹
介
し
、
す

ば
ら
し
い
理
念
実
現
の
た
め
に
、

市
長
を
先
頭
に
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
は
、
行

政
の
責
任
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

を
含
め
た
複
合
型
施
設
は
、
市

が
直
営
で
行
う
こ
と
を
強
く
求

め
ま
し
た
。
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市立医療センター☎735-1261(夜間毎日土･日･祝)内･外科系 救急電話相談#7119

6/ 28 (日) みどり内科医院（内科系）緑町4-13-25☎745-5000 岡田医院（小児科系）

一ノ割2-6－21 ☎735-7848 梅原病院（外科系）小渕４５５－１ ☎752-2152

7/ 5(日) 花川内科クリニック（内科系）中央3-8-2☎752-3378 ゆりのき医院（小児科系）

谷原1-16-20 ☎752-3535 いかわ耳鼻咽喉科医院（外科系）大衾378-4☎746-8733

人
事
に
直
接
関
与
で
き

な
い
事
は
デ
メ
リ
ッ
ト

障
害
の
あ
る
子
も
な
い
子
も
共
に
育
ち
あ
う

複
合
型
施
設
は
市
の
直
営
で

大野とし子議員一般質問

障
害
の
あ
る
子
も
な
い

子
も
共
に
育
つ
保
育
を

休
日
当
番
医




